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文書番号：SIC２０２３－R０３１４ 

2023 年 2 月 28 日 

2023 年度 第１回理事会 議案書 

開催日時：2023年 3月 14日（火） 13:00～14:30 

開催方法：実会場出席とオンライン出席によるハイブリッド審議・決議 

（会場：東京都新宿区西新宿 8 丁目 17-1 住友不動産新宿グランドタワ-5F 会議室） 

議事 

議題１：SIC役員の交代について（報告事項） 

・定期社員総会にて選任された交代役員の紹介。

（提案資料）：

総会提出 2023年度役員名簿 

議題２：実行委員の選任（承認事項） 

・2023年度SIC実行委員会委員の選任を承認する。

（提案資料）：

2023 年度 SIC実行委員会メンバー表 

議題３：2023年度の SICの活動の方針と計画、および、予算案について（審議事項） 

・2023 年度 SIC活動計画に基づいて、2023 年度予算案と主な行事等を、審議、確認する。 

（提案資料）：

2023 年度 SIC活動計画 

2023 年度 SIC予算案 

（参考資料）： 

2022 年度決算表 

2022 年度監査報告 

議題４：SIC戦略提言発出活動について（報告事項） 

・SIC 戦略提言発出活動について報告し、進め方への意見を求める。

（附）2022 年度第 2 回理事会議事録 
以上

2023年度第3回実行委員会報告
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議題１：SIC役員の交代について（報告事項） 

 

総会提出 2023年度役員名簿 

 一般社団法人システムイノベーションセンター  2023年度役員（理事・監事）候補 

         2023/3/14 

 選任区分 氏名 所属 役職等 

1 代表理事・セン
ター長 浦川 伸一 損害保険ジャパン株式会社 取締役専務執行役員 CIO 

2 
業務執行理事
（会計担当）・
副センター長 

木村 英紀   東京大学名誉教授 大阪大学名誉
教授 

3 
業務執行理事
（総務担当）・
実行委員長 

松本  隆明 元 独立行政法 人情報処理
推進機構 

元 顧問 

4 
業務執行理事
（学術担当）・
学術協議会主査 

青山 和浩 東京大学大学院  
工学系研究科・人工物工学研究セン
ター 教授 

5   理事 齊藤 裕 独立行政法人情報処理推進
機構(IPA)  

デジタルアーキテクチャ・デザイン
センター長 

6   理事 島田 太郎  株式会 社東芝 代表執行役社長 CEO 
7   理事 谷崎 勝教 株式会社 三井住友銀行  専務執行役員 
8   理事 服部 正太 株式会社 構造計画研究所 取締役 代表執行役会長 
9   理事 人見 光夫 マツダ株式会社 シニアフェローイノベーション 

10   理事 水落 隆司 三菱電機株式会社  
執行役員 ビジネスイノベーション
本部 副本部長 

11   理事 古田 英範 富士通株式会社 代表取締役副社長 COO 
12   理事 舩生 幸宏  横河電機株式会社 常務執行役員 (CIO)  

13   理事 久間  和生 国立研究開発法人 農業・食
品産業技術総合研究機構 理事長 

1   監事 舩橋 誠壽 特定非営利活動法人 横断型
基幹科学技術研究団体連合 （元）理事 

      

  (参考)    

1   顧問 立松 博史 株式会社野村総合研究所  専務執行役員 
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議題２：実行委員の選任（承認事項） 

（提案資料）：         

2023 年度実行委員会メンバー予定者 
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議題３：2023年度の SICの主な行事と関連のスケジュールの確認 

（提案資料）：         

2023 年度 SIC活動計画 
2023 年度予算案 

(附) 2022年度決算書 

 ------------------------------------------------------------------ 
SIC ２０２３年の主要な活動予定 

                        
2023 年は SIC 設立後５年目に当たる。これまで蓄積してきた分析、知見、外部発信をベース

に、依然として進まない日本の産・官・学におけるシステム化を推進する突破口を切り開くため

に、一層の努力を集中的に行う時期が来ている。 
2022 年には３つの分科会が終了し、報告書と提言が発信された。「システムヘルスケア分科会」

の報告書は DADC を通して経産省に伝えられ、発信力のある提言として評価された。「システム

モビリテイ分科会」の報告書も DADC との打ち合わせを経て外部発信のプロセスにある。「デジ

タルエコノミー分科会」の報告書も正式に HP に掲載されている。 
一方、「流通とシステム化分科会」が新しく設立され活発な活動を行っており、海外の SCM の

実情調査を精力的に実施中である。昨年の第１回理事会で決まった SoS 分科会も東京大学の藤田

教授を主査として正式に発足し、活動を開始しつつある。 
昨年の夏に行った大規模な会員企業へのアンケートは、会員の生の声を聴くための確実な情報

源となった。回収率は９０％という驚異的な数字であり、会員企業の関心の高さがうかがわれた。

このアンケート結果はシステム化の生の声をボトムアップで伝えた価値ある記録となっている。 
昨秋から開始した戦略提言策定のための「戦略フォーラム」はすでに１２回開催し、各分野の

有識者１３名の貴重なご意見を伺った。この戦略フォーラムの聴講者は延５００人に達しており、

戦略提言のための情報が蓄積されたと考えられる。また人財育成では、一昨年の理事会で決定さ

れた通年の「現代システム科学講座」が実施され、７０名を超える聴講申し込みを得て順調に進

行し、今年１月に完結した。出席率の高かった聴講生 66 名には修了証明書を発行した。聴講生へ

のアンケートの結果は大変好評で、何らかの形での継続的な実施が期待されている。システム化

の人財育成の新しい試みとしてこの分野にインパクトを与えることが出来たと思われる。 
 

2023 年度はこれまでのフォーラム開催、ニュースレターの発刊、人財育成のための各種講習会

の開催などの活動を続けると同時に、現在以上に SIC の存在感を増すような外部発信を強化した

い。そのため、前センター長の齊藤氏がセンター長に就任されている DADC との連携をさらに強

化し、SIC の活動の奥行きを広げ、その目標の社会実現を具体的に図っていく道を探りたい。 
具体的には以下のような新しいイベントを計画している。 

（１） 「SIC システム化戦略提言」の発出 
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中長期計画の一環として、今の日本で欠けている、あるいは十分でないシステムを列挙し、そ

の構築の必要性と具体的な構築戦略を提言する。この発信は「システム化推進シンポジウム」の

ようなかたちでメデイアにも発信し、同時に関連省庁にも届ける。可能であればこのシンポジウ

ムに米国と中国の関係者を呼んだ国際的なものとしていきたい。この提言策定の過程で現在各省

庁が運営している「官民連携プラットフォーム」に SIC として加入し、提言の実施を促す媒体と

同時に、官民共同事業にシステムの視点を強化するための活動の場としていきたい。 
（２） シンポジウム：ロジステイックスのシステム化を目指して 

ロジステイックスは最もシステム化の真価が問われる分野であり、日本では海外に比べて著し

くシステム化が遅れている分野である。また同時に、SIC が強みを持つ分野である。ロジステイ

ックスにかかわる多くの分野の専門家を集め、そのさまざまの側面を取り上げ、システム化の妨

げとなっている要因を掘り下げ、今後の推進の有効な戦略を探る。 
（３） 「システム人交流会」の実施 

システム化の人財育成イベントに出席した人に「システム人」の称号を与え、システム人相互

の交流を促進することを目的としたイベントである。２年前から企画・予定されてきたが、コロ

ナ禍によって実現が阻まれてきた。今年こそはそれを実現したいと思っている。 
（４） 「ケーススタデイ講習会」の連続化、恒常化 

現在、人財育成協議会で企画されているこの講習会は、「システム化」を実際のシステム構築の

場で追体験し、広範な分野にまたがるシステム化の技術とノウハウの追体験を通して学ぶための

新しい人財育成の方策である。これを実施するには、実システムを教材として提供して頂くこと

が必要となる。この講座の実施に当たって最も大きなバリアーがこの部分である。今年は全体的

な視点から積極的に材料となるシステムを提示して頂けるような仕組みを、官、産・学の協力に

よって作り上げることにも挑戦したいと思う。 
（５） 新しい職種としての「システムマネージャー」の提案とそのスキルセットの提示 

一定以上の規模のシステムには。その構築・運用・進化に全責任を負う「システムマネージャ

ー」を置くことを提案したい。現状ではシステムの運用の責任は、ベンダー、事業会社のシステ

ム部、監督官庁、ユーザーなどに分散し、問題が生じた時の責任母体がハッキリしないだけでな

く、システムにかかわるスキルの蓄積を体現する組織もあいまいである。この点を補うためにこ

の職種を提案する。「プロジェクトマネージャー」の責任範囲を拡大し、同時にその権限を強化し

たものと考えてもよい。人材育成協議会では「システムマネージャー」のスキルセットの提示と

その養成のためのプログラムの検討を行う。 
 
以上 
  



 

2023年度 第１回 SIC 理事会（2023 年 3 月 14 日） 

 
 

6 
 

文書番号：SIC２０２３－R０３１４ 
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  （附・参考） 
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2022 年度監査報告 

 
2023 年 2 月 27 日 

一般社団法人システムイノベーションセンター 

代表理事・センター長  浦川 伸一 殿 

 
一般社団法人システムイノベーションセンター 

監事  白井 俊明 

監事  舩橋 誠壽 

 
2022 年度（令和 4 年度）監査に係わる報告について 

 
2022年度の一般社団法人システムイノベーションセンターの業務及び会計について監査を実施しま

したので、下記のとおり報告いたします。 

 
記 

 
1. 監査方法 

監事は、社員総会、理事会、その他重要な会議に出席するとともに、主な発行文書、会計書類等

を閲覧しました。 また、主な業務執行理事、事務局長から当法人の運営状況について聞き取りを

行い、意見交換のうえ業務監査を実施しました。 

 

2. 監査の結果 

 2022 年度は当法人設立 4 年目で新たに設定した第二期中期計画の初年度でしたが、コロナ禍が

前年度に引き続き活動に影響を及ぼし、事業計画通りの活動を実施することはできませんでした。 

その環境下においても、活動のオンライン化・ハイブリッド化など工夫をこらし、効果的な組織運

営に取り組まれてきたことが認められます。 また戦略フォーラムを新たに企画し、戦略提言の発

信に向けた議論を進められたことは特筆できます。 

（1） 事業報告書は当法人の業務運営状況を正しく示していると認めます。 

（2） 決算報告書は当法人の財産及び損益の状況を正しく示していると認めます。 

 
 ただし、次の事項については、今後の改善が求められます。 

（1） 文書管理の仕組みに不十分な点がいくつかみられ、発行文書の保管・閲覧性に改善の余地

が残されています。 

 
以上  
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議 題 

1) 役員交代の件 【普通決議事項：第 1 号議案】 

2) 2022 年度 事業報告及び決算の承認の件 【普通決議事項：第 2 号議案】 

（含：2 0 2 2 年度監査報告）

添付資料 

2a) 2 0 2 2年度事業報告     

2b) 2 0 2 2年度決算書   

2c) 決算報告書(貸借対照表)  

2d) 決算報告書(正味財産計算書)   

2e) 決算報告書(附属明細書)  

2f) 監査報告書  

3) 2023年度事業計画及び予算の報告の件 【報告事項】 

添付資料 

3a) 2 0 2 3 年度事業計画

3b) 2 0 2 3 年度予算書 

4) SIC 戦略提言発出活動の件  【報告事項】  

添付資料 

4a) SIC 戦略提言前書き（ドラフト） 

4b) SIC 戦略提言の工程について     

4c) SIC 戦略提言の構成割当て     

（附） システムイノベーションセンター 2022年度現況 

a1) 会員の状況    

a2) 正会員     

a3) 学術協議会       

a4) 戦略委員会   

a5) 実行委員会       

a6) 人財育成協議会     

2022年度 SIC定時社員総会（2023年3月14日）




